
令 和 ７ 年 ２ 月 1 4日

健康福祉常任委員会資料

２月定例会提出予定議案について

【予算関係】

１ 令和７年度兵庫県病院事業会計当初予算計上予定額の概要・・・・・・・・・・Ｐ．２

【条例関係等】

２ 兵庫県職員定数条例及び兵庫県病院事業職員定数条例の一部を改正する条例の制定（関係部分）・・Ｐ．３

３ 使用料及び手数料徴収条例等の一部を改正する条例（関係部分）・・・・・・・・Ｐ．４

４ 兵庫県病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定・・・・・・・Ｐ．５

５ 損害賠償額の決定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ．６

病 院 局

資料１
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１　令和７年度　兵庫県病院事業会計当初予算計上予定額の概要

令 和 ６ 年 度 令 和 ７ 年 度

当 初 予 算 額 提 案 額 国庫支出金 特定財源 起   債 一般財源

（病院事業会計） 178,130,144 186,653,958 473,369 167,424,559 0 18,756,030

収 益 的 収支

△ 1,102,041

資 本 的 収支 48,533,004 65,216,439 0 1,211,334 51,043,700 7,621,931

１　建設改良費 52,789,764

 (1)建設改良工事費 45,558,198

    ①県立西宮総合医療センター（仮称）整備費 33,397,889

　　　　　　　　　　　　[ 債務負担行為額 8,559,730 ]

    ②県立がんセンター建替整備費 11,525,603

　　　　　　　　　　　　[ 債務負担行為額 4,767,602 ]

　　③その他建設改良工事費 634,706

 (2)固定資産購入費 6,687,901

①県立西宮総合医療センター（仮称）

　医療機器整備費 928,500

①県立がんセンター建替整備費

　医療機器整備費 150,000

②病院DX推進事業 645,676

③医療機器整備費 4,963,725

アンギオ(尼崎、姫路)、CT(姫路、こども)

リニアック(尼崎)等

　　　　　　　　　　　　[ 債務負担行為額 1,000,000 ]

 (3)建設利息 543,665

２　企業債償還金 12,274,345

３　投資 152,330

 (1)粒子線治療料貸付金 28,830

 (2)医師修学資金貸付金 36,900

 (3)看護師修学資金貸付金 66,600

 (4)敷金 20,000

( 病 院 局 ） （単位：千円）

事    項
財 源 内 訳

概 要

災害医療
センター

リハビリテー
ション2病院

3,849床 30床 430床 4,309床

入院患者数 1,223,043人 8,180人 134,762人 1,365,985人

（１日平均） 3,351人 22人 369人 3,742人

外来患者数 1,783,574人 229人 66,865人 1,850,668人

（１日平均） 7,370人 1人 277人 7,648人

1,038,110千円 1,338,293千円

(2,363,963千円) (7,351,301千円)

1,038,110千円 1,338,293千円

(2,363,963千円) (7,320,718千円)

0千円 0千円

(0千円) (30,583千円)

0千円 0千円

(0千円) (30,583千円)

事 業 費 用 184,277,555千円 186,653,958千円

※（　）書きは指定管理病院の予算を記載

純 損 益 △ 6,696,405千円 △ 6,696,405千円

経 常 損 益 △ 5,053,970千円

県立10病院
1附属診療所

指定管理病院

病院事業計

事 業 収 益 177,581,150千円 179,957,553千円

△ 5,053,970千円

稼動病床数

延
患
者
数

区　　分

※資本的収支の不足する額5,339,474千円は、一時借入金で措置

【県立10病院・1附属診療所経常損益】 （単位：千円）

粒子線 神戸陽子線 計

経常損益 △ 581,886 △ 672,925 △ 1,042,438 138,424 △ 1,111,039 △ 80,476

病院名 こころ こども がん
粒子線

淡路

△ 5,053,970経常損益 △ 287,884 △ 661,283 332,174

病院名 尼崎 西宮 加古川 姫路 丹波

合計

△ 706,885 △ 379,752 △ 1,086,637
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２ 兵庫県職員定数条例及び兵庫県病院事業職員定数条例の一部を改正する条例の

制定（関係部分）

（１）概要

病院事業の職員の定数について、（２）①から⑤までに掲げる増員及び減員を

行うため、兵庫県病院事業職員定数条例を改正する。

現行 ① 改正後 ② 差引 ②－①

7,731人 7,828人 ＋97人

（２）改正内容

① 西宮総合医療ｾﾝﾀｰ(仮称)開設準備に伴う増員（令和８年度開設予定）［＋88人]

② 診療報酬基準・医療ニーズへの適切な対応のための体制整備に伴う増員

［＋77人］

③ 効率的な病床運用のための看護師の適正配置 ［▲54人］

④ 定年年齢の引上げに伴う減員 ［▲25人］

⑤ 県養成医師の採用に伴う増員 ［＋11人］

（３）施行期日

令和７年４月１日
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３ 使用料及び手数料徴収条例等の一部を改正する条例（関係部分）

（１）制定の理由および概要

前回一斉改定（平成5年度）からの物価上昇を考慮し、兵庫県病院事業の設置

等に関する条例に定める特別室の室料について、その適正化を図るため、所要の

整備を行う。

（２）改正の内容

兵庫県病院事業の設置等に関する条例の一部改正

ア 別表第１（県直営病院）の特別室の室料の金額を、次のとおり改める。

種 別
現 行 改正案

単位 税抜 税込 単位 税抜 税込

Ａ １人１日 30,091円 33,100円 １人１日 32,728円 36,000円

Ｂ １人１日 17,091円 18,800円 １人１日 19,091円 21,000円

Ｃ １人１日 14,273円 15,700円 １人１日 15,455円 17,000円

Ｄ １人１日 12,364円 13,600円 １人１日 13,637円 15,000円

Ｅ １人１日 9,546円 10,500円 １人１日 10,910円 12,000円

Ｆ １人１日 7,637円 8,400円 １人１日 8,364円 9,200円

Ｇ １人１日 5,728円 6,300円 １人１日 6,273円 6,900円

Ｈ １人１日 4,728円 5,200円 １人１日 5,182円 5,700円

Ｉ １人１日 3,819円 4,200円 １人１日 4,182円 4,600円

Ｊ １人１日 2,909円 3,199円 １人１日 3,182円 3,500円

Ｋ １人１日 2,364円 2,600円 １人１日 2,637円 2,900円

イ 別表第３（指定管理病院）の特別室の室料の金額を、次のとおり改める。

種 別
現 行 改正案

単位 税抜 税込 単位 税抜 税込

Ａ １人１日 17,091円 18,800円 １人１日 19,091円 21,000円

Ｂ １人１日 9,546円 10,500円 １人１日 10,910円 12,000円

Ｃ １人１日 7,637円 8,400円 １人１日 8,364円 9,200円

（３）施行期日

令和７年４月１日
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４ 兵庫県病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例

（１）制定の理由

医師の確保により安定的かつ継続的に専門医療を提供する体制が整ったことに伴

い、兵庫県立西宮病院の診療科目について所要の整備を行う。

（２）制定の概要

兵庫県立西宮病院の診療科目に、脳神経内科を追加する（第２条関係）。

（３）施行期日

令和７年４月１日
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５ 損害賠償額の決定

  県立西宮病院における医療事故に係る損害賠償請求事件の損害賠償の額を次のとお

り定めようとする。

（１）事故の概要

令和３年５月、腎不全(透析)、発作性心房細動等の合併症がある患者が、自宅で転

倒し、大腿骨骨折により緊急入院。

入院３日目、患者持参薬のアプリンジン（発作性心房細動の治療のための抗不整脈

薬・院内非採用薬）が切れるため、担当医が代替薬として院内採用のピルシカイニド

（抗不整脈薬）を処方し、入院４日目から内服を開始。この際、腎不全で透析を受け

ている患者には減量して投与すべきピルシカイニドを誤って通常量を継続投与した。

このため、入院10日目に心室頻拍が出現し、薬物療法で一旦軽快したものの、入院

11日目に再度心室頻拍が出現し、薬物療法を実施したが軽快せず死亡した。

当該医療事故に関し、相手方と損害賠償の協議を行い、検討した結果、下記の額で

和解することとした。

（２）損害賠償の額

  29,000,000円
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【参 考】令和３年７⽉９⽇ 記者発表

兵庫県立西宮病院における医療事故の公表について

医療における安全管理を向上させるとともに、県民から信頼され安心できる県立病院を

実現するため、この度、県立西宮病院で発生した重大な事故（死亡事故）について、公表

します。

１ 患 者

80歳代（女性）

２ 事故発生日

令和３年５月下旬

３ 病 名

大腿骨骨折、発作性心房細動

４ 概 要

(1) 令和３年５月中旬、腎不全(透析)、発作性心房細動等の合併症がある患者が、自

宅で転倒し、大腿骨骨折により緊急入院。

(2) 入院２日目、患者持参薬のアプリンジン（発作性心房細動の治療のための抗不整

脈薬・院内非採用薬）が切れるため、担当医が代替薬として院内採用のピルシカイ

ニド（抗不整脈薬）を処方し、入院４日目から内服（通常量）を開始。

(3) 入院５日目、骨折に対して手術を施行。

(4) 入院 10日目、心室頻拍が出現したが、薬物療法で一旦軽快。

(5) 入院 11日目、再度心室頻拍が出現し、薬物療法を実施したが軽快せず死亡。

５ 事故の要因

腎不全で透析を受けている患者には減量して投与すべきピルシカイニドを減量せず

に通常量を投与したことが原因となって、致死性の不整脈（心室頻拍）が発症し、死

亡したと判断される。

６ 再発防止策

(1) 薬剤処方の際に、腎透析の有無や腎機能の状態に十分留意して減量等の適切な対

応を取るよう関係職員に周知した。

(2) 腎透析患者や腎機能低下患者に慎重投与が必要な薬剤については、医師が電子カ

ルテに処方を入力する際にアラート表示がでるシステムを導入した。

また、自動的に腎機能検査結果と処方内容が照合され過量投与が回避できるシステ

ムを今後導入する。（令和３年８月導入済）

(3) 来年度より病棟薬剤師を配置すべく準備を進める。（令和４年４月配置済）
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